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【卓球】
全日本選手権（カデットの部）

平成２８年度全日本卓球選手権大会（カデットの部）が１１月１９

日から２１日まで小瀬スポーツ公園体育館（山梨）で開催されま

した。

この大会のシングルスは１３歳の部と１４歳の部に分かれており、

１４歳の部に張本君と長崎さん（稲付中）が出場しました。

第１シードの張本君は決勝までの７試合で１ゲームも奪われるこ

となく、圧倒的な力で優勝を果たしました。

長崎さんも決勝まで６試合、１ゲームも奪われることなく決勝に

進出しました。決勝では、８月全日本中学校選手権大会準決勝

と同じ選手との対戦となりました。相手はカットマンであり、回転

のあるボール苦戦し第１ゲームは６対１１というスコアで奪われまし

た。しかし、２ゲーム目からは戦術を変更し、これが功を奏して１１

対６、１１対２、１１対９と相手を圧倒し優勝を果たしました。

２人は、全日本中学校選手権大会に続いての連続優勝です。

【張本くん、長﨑さん】

平野さん（大原学園高）は１０月１４日から１１月２１日まで中国の

内蒙古を活動拠点として中国超級（スーパーリーグ）に参戦しま

した。これは世界最高峰の中国プロリーグで、１０チームで構成さ

れ、ホームとアウェイで総当たり１８試合を行います。

平野さんは鄂尓多斯１９８０（オルドス１９８０）というチームに所属

しました。スーパーリーグでは外国籍選手は１名しか出場できな

いため、平野さんはチームメイトであるシンガポールのオリンピッ

ク代表馮天薇（フォン テイ エン）選手と入れ替わりながら出場

しました。

【卓球】
中国スーパーリーグ

写真：（公財）日本卓球協会HPより

世界トップクラスの選手とこれ程多く試合が出来る機会はなか

なか無く、実際の試合を通してトップレベルの技術や対応力を

体験する事ができました。また、今回の遠征で得た中国の練習

方法や戦略・戦術などの情報は今後の競技生活の中で大きな

力となるはずです。

平成２８年度東京都知事杯全国中学選抜レスリング選手権大

会が１１月２６日、２７日に駒沢オリンピック公園総合運動場体育

館（東京）で開催されました。

【レスリング】
全国中学生選手権

全国の予選を勝抜いた男

子４４４名（１０階級）、女子１０９

名（９階級）が出場しました。

ＪＯＣエリートアカデミーからは、

佐藤君と鏡さん（稲付中）の２

名が出場しました。

男子６６kg級に出場した佐藤

君は２回戦から決勝までの５試

合を終始攻撃を仕掛け、無失

点という安定した力で全国中

学生選手権大会に続いて二冠

を達成しました。

女子７０kg級に出場した鏡さ

んは初戦を圧勝し、決勝進出

しました。決勝は６月に開催さ

れた全国中学生選手権大会

の決勝と同じ顔合わせとなりま

した。前回のリベンジに燃えた

鏡さんは、試合開始早々片足

タックルを仕掛け先取ポイント

を取ると、さらに正面タックルか

らのテイクダウンでグランドで

【佐藤くん】

【鏡さん】

は素早いアンクルフォールドを決め、テクニカルフォール勝ち

で優勝を果たしました。

中学生最後の大会を完全勝利した佐藤君と鏡さんは次期

ステージとなる高校のフィールドでの活躍が期待されます。



【レスリング】
◆全日本選手権
・参加者：南條、須﨑
・日 程：12/21－23
・会 場：代々木第2体育館

【卓 球】
◆世界ジュニア選手権
・参加者：龍崎、張本、平野
・日 程：11/30-12/7
・会 場：ケープタウン

◆ワールドツアーグランプリファイナル
・参加者：張本、浜本、平野
・日 程：12/8-11
・会 場：ドーハ

【フェンシング】
◆全日本選手権（個人）
・参加者：永野、吉田、向江、

江村、脇田、月野、丸山
・日 程：12/1-4
・会 場：駒沢体育館（東京）

◆全日本選手権（団体）
・参加者：向江、江村、脇田、月野
・日 程：12/23-25
・会 場：駒沢体育館（東京）

【水泳/飛込】
◆世界ジュニア選手権
・参加者：伊藤、遠藤
・日 程：11/26-12/4
・会 場：カザン

【ライフル射撃】
◆アジアエアガン
・参加者：清水、上田
・日 程：12/3-9
・会 場：テヘラン

【主な大会予定】

公益財団法人 日本オリンピック委員会
JOCエリートアカデミー事業

〒115-0056 東京都北区西が丘3-15-1
味の素ナショナルトレーニングセンター
TEL：03（5963）0355/FAX：03（5963）0356

ＪＯＣエリートアカデミーだよりは
以下のＨＰでもご覧いただけます。
http://www.joc.or.jp/training/ntc/eliteacademy

ＪＯＣエリートアカデミー修了生の馬場絢子さん（2期生：フェンシング）が毎日新聞

の取材を受けました。彼女は現在日本スポーツ振興センター（JSC）の職員として国

立スポーツ科学センター（JISS）で働いています。オリンピック出場の夢は叶いませ

んでしたが、現在はセカンドキャリアを積み、自分の道を切り拓いています。

その様子が毎日新聞の平成28年11月26日夕刊で以下のように紹介されています。

修了生の紹介

１１月９日から１３日まで２０１６オーストリアオープンがリンツで開催され、龍崎君（帝京

高）、浜本さん（大原学園高）、長﨑さん・張本君（稲付中）の４名が出場しました。

この大会はシニアの大会でありレベルも高くジュニアの大会のように表彰台を独

占することは出来ませんでしたが、女子シングルスで浜本さんが決勝に進出し、惜

しくも日本選手に敗れはしましたが、準優勝を果たしました。また、張本君がアン

ダー２１男子シングルスでベスト８入りを果たしました。

【卓球】
オーストリアオープン

【卓球】
ジュニア＆カデットオープン

１１月２日から６日まで２０１６ハンガリージュニア＆カデットオープンがソンバトヘイで

開催されました。

この大会は２０１６年のジュニア＆カデットサーキットの最終戦であり、ジュニアサー

キットファイナルの日本代表男女各2名を決定する大会でもありました。主な成績は

以下の通りです。

【主な競技成績】※団体戦、ダブルスは他所属選手と合同

・ジュニア女子シングルス 竹内、長﨑 ３位

・ジュニア女子ダブルス 加藤 優勝

・ジュニア女子団体 加藤、竹内、長﨑 ２位

今回の大会の結果、JOCエリートアカデミーから男子では宇田君（稲付中）、女子

では加藤さんと竹内さん（帝京高）の計3名が代表に選ばれました。3名の選手には１

月２６日から２８日までインドール（インド）で開催されるファイナル大会でもしっかりと実

力を発揮し、結果を残して欲しいと思います。

ＪＯＣエリートアカデミー
平成28年度修了式について

今年度のJOCエリートアカデミー修了式は
3月19日（日）に実施いたします。

詳細については別途ご連絡いたします。

今秋、スポーツ庁の鈴木大地長官の名をとった競技力強化方針「鈴木プラン」が

発表された。高校球児らの他競技へ転校事業が主だが、原型は福岡県が１２年前に

始めたタレント発掘事業。翔、中学生を適正の高い競技に転向させるものだ。

福岡１期生の馬場絢子さん（２３）は、バスケットボールらフェンシングに転校し、１５

歳で東京のエリートアカデミー入り。だが代表は遠く、今春の大学卒業を機に競技を

やめ、国立スポーツ科学センターに就職した。

前例がなく重圧が大きかった。結果が出ず何度も泣いた。だが貴重な経験をした

ことには感謝している。今後、増えるであろう競技転校の後輩のため、気持ちを理解

できる自らが支えたい。今の仕事を志願した動機だ。

福岡の事業目的の一つは、子どもが多くの経験をつみ、スポーツを支える人材に

育つこと。馬場さんは五輪代表になれなかったが成功例だ。鈴木プランも五輪メダ

ル増以外にも目

を向ける施策を、と思う。【小林 悠太】

（『毎日新聞』平成28年11月26日夕刊より抜粋）

http://www.joc.or.jp/training/ntc/eliteacademy
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